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AI AI

Rakuten AI

24 3 28

• 6

• AI

•

AI E

•

• AI RMS AI β

AI
2024 4 30



77.32 

73.35 

65.46 

64.29 

60.04 

57.22 

49.04 

RakutenAI-7B-Instruct

Youri-7B-Instruction

Japanese-Stablelm

-Instruct-Gamma-7B

Swallow-7B-Instruct

Elyza-Japanese-Llama

-2-7B-Instruct

Elyza-Japanese-Llama

-2-7B-Fast-Instruct

Nekomata-7B-Instruction

Comparison of Japanese language 

performance of LLMs via LM Evaluation 

Harness*1

0.393
0.4192

0.2792

Rakuten AI 7B Meta Llama 3 8B Google Gemma 7B

Comparison of Japanese language 

performance from Nejumi LLM 

Leaderboard*2

*1 LM Evaluation Harness 2024 1 3
0.3 https://github.com/Stability-AI/lm-evaluation-harness/tree/0fa86429679f521161d5b81a94c0c385e0a0976d

※ 7
https://github.com/EleutherAI/lm-evaluation-harness/tree/b281b0921b636bc36ad05c0b0b0763bd6dd43463

*2 Weights & Biases Nejumi LLM Neo: 2024 4 https://wandb.ai/wandb-japan/llm-leaderboard/reports/Nejumi-LLM-Neo--Vmlldzo2MTkyMTU0#

LM Evaluation Harness
Nejumi LLM  Neo





76


	既定のセクション
	スライド 1: 2024年度第1四半期決算説明会（連結） プレゼンテーション資料
	スライド 2: 2024年内の楽天モバイル㈱の EBITDA*1単月黒字化に向けて順調に進捗
	スライド 3: トピックス
	スライド 4: Q1/24 ハイライト
	スライド 5: Q1/24 連結売上収益
	スライド 6: Q1/24 連結Non-GAAP営業利益
	スライド 7: Q1/24 連結EBITDA*
	スライド 8: 社債償還について
	スライド 9: セグメント別業績
	スライド 10
	スライド 11: インターネットサービスセグメント: Q1/24業績ハイライト
	スライド 12: インターネットサービスセグメント: 主要KPI
	スライド 13: SPU及び0/5改定後も楽天市場の競争力を堅持しながら生産性を向上
	スライド 14: 国内ECは一過性要因を除けば想定通りの利益成長を継続
	スライド 15: 持続的な楽天市場の発展に向けた物流強化
	スライド 16: 物流事業 黒字化に向けた取組を加速
	スライド 17: 海外事業の業績は順調に回復、早期の黒字化を目指す
	スライド 18
	スライド 19: フィンテックセグメント：Q1/24 業績ハイライト*
	スライド 20: フィンテックセグメント：Q1/24 主要KPI
	スライド 21: 楽天カード：取扱高拡大・収益性向上で大幅増益
	スライド 22: 楽天証券：顧客基盤拡大が奏功。前年同期比で増益達成
	スライド 23: 楽天銀行（連結）：業績ハイライト（日本会計基準、3月期通期累計）
	スライド 24: 楽天ペイメント：初の四半期営業黒字を達成
	スライド 25: 2024年は楽天のフィンテックエコシステムのさらなる躍進の年に
	スライド 26: 決済サービスの利便性向上
	スライド 27: 決済サービスを入り口として、高LTV*サービスの利用を促進
	スライド 28: フィンテック事業再編（2024年４月１日公表）
	スライド 29
	スライド 30: モバイルセグメント： Q1/24 業績ハイライト
	スライド 31
	スライド 32: 楽天モバイル㈱：売上収益及びNon-GAAP営業利益
	スライド 33: 楽天モバイル㈱：EBITDA*1は堅調に改善
	スライド 34: 楽天モバイル㈱：主要KPI
	スライド 35: フェーズ３ 黒字化、シナジー増強、 　　　　　 メジャー携帯キャリアへ
	スライド 36:  2024年中の楽天モバイル㈱ EBITDA*1単月黒字化を目指す
	スライド 37: フェーズ３の最重要事項は通信品質の認知改善と契約獲得
	スライド 38
	スライド 39: Opensignal社： 2024年4月版モバイル・ネットワーク・ユーザー体感レポート*
	スライド 40: 各指標において昨年の分析結果から改善*1
	スライド 41: 「No Signal Availability」指標もローミング拡大を受けさらに改善*
	スライド 42: 楽天モバイル契約者も通信品質の改善を実感
	スライド 43
	スライド 44: つながりやすさも最強へ
	スライド 45: 関東地方の5G（Sub6）エリアを2024年内に最大1.6倍まで拡大
	スライド 46: プラチナバンド展開のスケジュール
	スライド 47: 「一番つながる楽天モバイル」へ
	スライド 48
	スライド 49: MNO契約回線数（B2C+B2B）純増数*
	スライド 50: MNO契約回線数（B2C *1）純増*2トレンド
	スライド 51: 楽天エコシステムユーザーを対象とした各種施策を強化
	スライド 52: 楽天モバイルのエコシステム貢献
	スライド 53: ワンプランはそのままに、様々なユーザーニーズへの対応を強化
	スライド 54: ARPU (MNO*1) 
	スライド 55: ARPU上昇に向けて（B2C）
	スライド 56: ARPU上昇に向けて（B2B）
	スライド 57
	スライド 58: 楽天は、OpenRANにおけるオープンインテリジェンスカンパニーへ
	スライド 59: 楽天のOpen RANソフトウェアをライセンス化
	スライド 60: 楽天クラウドサービスの本格展開を目指す
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63: 様々な領域でAIによるプロジェクトを展開
	スライド 64: 財務
	スライド 65: 我々のコミットメント: 規律ある財務方針
	スライド 66: 2024年及び2025年のリファイナンスリスクは解消
	スライド 67: セルフファンディングへの道筋
	スライド 68: キャッシュ・コンバージョン・サイクル短縮プロジェクト
	スライド 69: AI
	スライド 70: 楽天におけるAI-nizationのプラン
	スライド 71: Rakuten AI: Q1における実行の加速
	スライド 72: 実行の加速: ディープラーニング技術適応の拡大
	スライド 73
	スライド 74: Rakuten AI 7B: オープンな日本語LLMにおいてトップの評価*1を獲得
	スライド 75
	スライド 76


